
第15回 実習報告会（全教員） 講演内容と感想をレポートにする。

第13回 保育所事後指導（全教員） 保育実習の内容等について振り返りを行う。

第14回 施設実習意見交換会（全教員）
先輩からのアドバイスを受け、施設実習についての理解
を深める。

第11回 保育所事前訪問指導（全教員）
保育所への事前訪問を行う際の注意事項について理解を
深める。

第12回 保育実習個別オリエンテーション（全教員）
保育実習での注意事項等について各教員の説明を受けな
がら理解を深める

第９回 保育所長講演会（全教員） 講演内容と感想をレポートにする

第10回 保育所事前訪問指導（全教員）
保育所への事前訪問を行う際の注意事項について理解を
深める。

子どもの保健・衛生について理解を深める

第７回 卒業生講演会（全教員） 講演内容と感想をレポートにする

第８回 保育実習オリエンテーション（全教員） 保育実習での注意事項等について理解を深める

参考書
等

なし

受講生への
メッセージ

実習では実際の保育現場で保育者として子どもたちの前に立ち、保育を
実践しなければなりません。そのためには、事前に学び、身につけてお
くことがたくさんあります。子どもたちの尊い命を守り育む仕事に就く
という覚悟をもって、しっかり学んでください。

第１回 実習総合オリエンテーション①（全教員） 本実習の内容を理解して必要事項をまとめる

第２回 保育技術実践（絵本・紙芝居）（本村） 絵本・紙芝居の活用方法について理解を深める

第３回 保育技術実践（運動遊び）（蛯原） 運動遊びの種類、実施方法について理解を深める

第４回 保育技術実践（指導計画案）（本村） 指導計画案の作成手順について理解を深める

試験 定期試験を実施しない

教科書
「教育・保育実習の手引き」
「実習記録ハンドブック」
プリント等
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受講態度（40％）
提出物（60％）

第５回 保育技術実践（子どもの音楽）（中村） 音楽遊びについて理解を深める

第６回 保育技術実践（保健・衛生）（光武）

課題等への対応 授業外学修時間

各教員が授業後に提出物の内容に応じて対応する。 1時間～2時間

回数 授業計画 学習課題（予習・復習）

５． 成績評価の方法と割合

授業方法

学外実習に向けて必要な知識や記録方法などを講義やグループ学習で学ぶ。また、実習姿勢は実技などを通して修
得する。

◎ ○ ◎ ◎ ◎

３． 自分の自己課題を明確にする

４． 自己課題の解決に向けて計画・実行する ○

科目の到達目標

１． 保育実習の意義や目的、実習施設について理解する

２． 保育実習の計画や記録方法について理解する

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

保育実習の意義・目的・内容・姿勢を理解し、実習計画、実践、記録、評価の方法や内容について、保育実習Ⅰの
内容を踏まえて学習する。また実習における自己課題を明確にし、実習後の自己評価を行い、新たな課題や学習目
標を明確にする。

１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力

選択

免許・資格
要件

保育士選択必修

授業形態 演習

科目 施行規則に定める科目区分又は事項等 卒業要件

対象
学生

幼児教育学科
2年生

単位数 １ 担当形態

21Y710 担当者

中村　浩美、織田　芳人、
本村　弥寿子、荒木　正平、
福井　謙一郎、南條　恵、
船勢　肇、山中　慶子、

髙橋　秀樹

学期区分 通年

複数

科目
区分

専門教育科目 科目名 保育実習指導Ⅱ
科目
コード


